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稲
村
三
伯
は
宝
暦
八
年
（
一
七
五
八
）
、
鳥
取
の
川
端
三
丁
目
で
生
ま

れ
た
。
父
は
松
井
如
水
と
い
う
町
医
者
で
あ
る
。
三
伯
は
子
供
の
頃
、

鳥
取
藩
の
医
師
稲
村
家
の
養
子
に
入
り
、
医
学
を
学
び
、
長
崎
や
京
都

に
出
て
修
業
し
た
。
そ
し
て
大
槻
玄
沢
の
「
蘭
学
階
梯
」
を
読
み
、
発

憤
し
て
蘭
学
を
学
ぶ
決
心
を
す
る
。
寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）
に
江
戸
に

出
て
、
大
槻
玄
沢
の
芝
蘭
堂
に
入
門
す
る
。
三
伯
は
そ
こ
で
大
い
に
勉

強
し
、
芝
蘭
堂
の
四
天
王
の
一
人
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
そ

の
当
時
オ
ラ
ン
ダ
語
を
訳
す
る
の
に
辞
書
が
な
く
勉
学
す
る
の
に
大
変

不
便
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
三
伯
は
師
の
大
槻
玄
沢
と
相
談
し
、
も
と
長

崎
の
通
辞
を
し
て
い
た
石
井
庄
助
に
オ
ラ
ン
ダ
語
を
学
ん
だ
り
、
学
友

の
宇
田
川
玄
真
や
岡
田
甫
説
な
ど
の
助
け
を
借
り
て
、
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・

ハ
ル
マ
の
蘭
仏
辞
書
を
解
読
し
な
が
ら
辞
書
を
作
り
始
め
た
。

苦
心
さ
ん
た
ん
の
末
、
や
っ
と
寛
政
八
年
二
月
十
八
日
に
完
成
し
た
。

三
伯
は
疲
労
の
た
め
、
歯
は
全
部
抜
け
、
頭
は
白
髪
に
な
っ
た
と
い
う
。

で
き
た
辞
書
は
約
六
万
語
か
ら
な
り
、
三
十
部
が
作
ら
れ
た
と
さ
れ
る

が
、
蘭
学
を
勉
強
す
る
人
々
に
は
大
変
役
に
立
っ
た
。
人
々
は
こ
の
辞

わ
げ

稲
村
三
伯
の
「
ハ
ル
マ
和
解
」
完
成
二
○
○
年
記
念
事
業

言コ
ロ口

息

事
棗
刈
彙
巡
宋
肌

わ
げ

書
を
「
ハ
ル
マ
和
解
」
と
呼
ん
で
、
そ
の
大
き
な
辞
書
を
写
し
藺
学
を

勉
強
し
た
。

三
伯
は
の
ち
に
鳥
取
藩
を
退
身
し
、
京
都
で
蘭
学
塾
を
開
き
、
多
く

の
蘭
学
者
を
養
成
し
た
。
こ
の
時
の
弟
子
に
は
、
後
に
有
名
な
蘭
学
者

と
な
っ
た
人
が
多
く
、
そ
の
一
人
で
あ
る
藤
林
泰
助
は
、
三
伯
と
相
談

や
く
け
ん

し
て
「
ハ
ル
マ
和
解
」
を
簡
略
化
し
、
説
明
文
も
付
加
し
た
「
訳
鍵
」

と
い
う
辞
書
を
作
っ
た
。
こ
の
「
訳
鍵
」
は
多
く
の
蘭
学
者
に
利
用
さ

は
つ
ぶ

れ
た
。
三
伯
は
京
都
で
解
剖
も
行
い
、
「
八
譜
」
と
い
う
解
剖
書
も
書
い

て
い
る
。
日
本
の
オ
ラ
ン
ダ
語
研
究
や
藺
方
は
「
ハ
ル
マ
和
解
」
と
い

う
辞
書
を
も
と
に
し
て
、
さ
ら
に
発
展
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

今
年
の
二
月
十
八
日
は
、
こ
の
日
本
最
初
の
蘭
和
辞
書
「
ハ
ル
マ
和

解
」
完
成
二
○
○
年
に
当
た
る
の
で
、
鳥
取
県
医
師
会
（
会
長
、
入
江
宏
二

と
稲
村
三
伯
顕
彰
会
は
そ
の
記
念
事
業
と
し
て
、
記
念
碑
建
立
と
講
演

会
を
行
っ
た
。
除
幕
式
は
二
月
十
七
日
、
鳥
取
市
戎
町
の
県
医
師
会
館

前
で
行
わ
れ
、
講
演
会
は
同
会
館
講
堂
で
、
「
稲
村
三
伯
と
ハ
ル
マ
和
解
」

と
題
し
、
岡
山
大
学
名
誉
教
授
・
中
山
沃
氏
が
行
っ
た
。
式
に
は
稲
村

三
伯
の
子
孫
、
稲
村
俊
男
氏
ら
も
参
列
し
た
。

日
時
”
平
成
八
年
二
月
十
七
（
土
）
午
後
三
時
四
○
分

場
所
抑
鳥
取
県
医
師
会
館
前

【
記
念
講
演
会
】

演
題
叩
『
稲
村
三
伯
と
ハ
ル
マ
和
解
」

講
師
”
岡
山
大
学
名
誉
教
授
中
山
沃
先
生

稲
村
三
伯
「
ハ
ル
マ
和
解
」
完
成
二
○
○
年
記
念
の
碑
除
幕
式
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一
「
稲
村
三
伯
先
生
生
誕
之
地
」
訂
碑

鳥
取
市
川
端
三
丁
目
一
二
六
番
地
滝
本
塗
装
店
前

三
伯
は
、
宝
暦
八
年
（
一
七
五
八
年
）
、
川
端
三
丁
目
の
松
井
如
水
と
い

う
町
医
者
の
三
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
こ
の
生
誕
地
の
碑
は
昭
和
二
十

七
年
の
烏
取
大
火
後
、
屋
敷
跡
地
が
宅
地
化
さ
れ
不
分
明
と
な
っ
た
た

め
、
昭
和
三
十
一
年
一
月
、
三
伯
を
顕
彰
す
る
人
々
（
代
表
”
川
上
貞

夫
）
に
よ
っ
て
町
内
の
稲
荷
神
社
の
前
に
建
て
ら
れ
た
。
し
か
し
、
平

成
六
年
六
月
、
石
碑
は
同
町
内
会
の
都
合
に
よ
り
滝
本
塗
装
店
前
に
移

さ
れ
た
。

二
「
稲
村
三
伯
顕
彰
碑
」

鳥
取
市
本
町
一
丁
目
二
一
○
番
地
遷
喬
小
学
校
前
庭

昭
和
三
十
三
年
（
一
九
五
八
）
、
稲
村
三
伯
顕
彰
会
（
三
浦
百
重
会
長
）
に

よ
っ
て
、
三
伯
生
誕
二
○
○
年
を
記
念
に
造
ら
れ
た
。
三
伯
の
ブ
ロ
ン

鳥
取
市
内
の
稲
村
三
伯
関
係
遺
跡

三
稲
村
三
仙
「
ハ
ル
マ
和
解
」
完
成
二
○
○
年
記
念
の
碑

鳥
取
市
戎
町
三
一
七
番
地
鳥
取
県
医
師
会
館
前

平
成
八
年
二
月
十
七
日
、
鳥
取
県
医
師
会
（
会
長
”
入
江
宏
一
）
と
稲
村

三
伯
顕
彰
会
は
、
三
伯
が
寛
政
八
年
（
一
七
九
六
年
三
月
十
八
日
、
我
が

国
最
初
の
蘭
和
辞
書
で
あ
る
「
ハ
ル
マ
和
解
」
を
完
成
し
た
そ
の
二
○

○
年
を
記
念
し
建
立
さ
れ
た
。
題
字
は
入
江
宏
一
に
よ
る
。

（
稲
村
三
仙
肌
彰
会
代
炎
森
納
）

所
在
”
平
成
七
年
十
二
月
二
十
四
日
、
福
島
県
東
白
川
郡
鮫
川
村
渡
瀬

蛭
田
流
産
科
の
開
祖
東
翁
蛭
田
玄
仙
（
克
明
）
が
江
戸
時
代
の
産
科
学

の
向
上
発
展
に
貢
献
し
た
業
績
が
本
学
会
員
二
宮
陸
雄
氏
の
『
蛭
田
玄

仙
と
そ
の
産
科
」
（
平
成
五
年
）
刊
行
に
よ
っ
て
出
生
地
福
島
県
東
白
川

郡
鮫
川
村
に
強
烈
な
文
化
的
衝
撃
を
与
え
、
全
村
を
挙
げ
て
の
顕
彰
事

業
が
企
画
さ
れ
た
。

す
で
に
吉
田
當
三
記
念
館
の
設
立
に
尽
力
さ
れ
た
隣
村
（
石
川
郡
浅

川
町
）
の
富
永
健
福
島
県
医
師
会
理
事
（
富
永
国
比
古
会
員
の
尊
父
）
が
世

話
人
と
な
り
、
平
成
七
年
七
月
三
十
一
日
、
産
科
医
蛭
田
玄
仙
顕
彰
事

業
打
合
会
開
催
同
年
八
月
、
日
本
母
性
保
護
産
婦
人
科
医
会
、
福
島
県

医
師
会
、
日
本
医
史
学
会
の
協
力
を
得
、
九
月
三
十
一
日
、
芳
賀
文
雄

鮫
川
村
長
を
委
員
長
と
す
る
「
産
科
医
蛭
田
玄
仙
顕
彰
事
業
実
行
委
員

会
」
が
結
成
さ
れ
た
。

二
宮
陸
雄
氏
が
顕
彰
碑
建
立
基
金
用
と
し
て
寄
贈
さ
れ
た
著
書
一
五

蛭
田
玄
仙
先
生
顕
彰
碑
建
立
及
び
生
誕
一
一
百
五
十
年
祭
の
記
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